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州プリント 名前

問1 南アメリカ南部に位置し、西側にアンデス山脈、東側に広大な草原であるパンパが広がる国の産業について、正しい説明はどれですか。なお、
この国における自動車の統計では、国内生産台数が約47万台であるのに対し、販売台数が約90万台に達しています。 （2020年 東京都公立入試 類似）

1. 広大なパンパの全域でバイオ燃料
の原料となるサトウキビが栽培され
ており、世界に先駆けてアルコール
燃料車の普及が進んでいる。

2. アマゾン川流域の熱帯雨林開発を
背景に、世界最大級の鉄鉱石産出量
を誇る重化学工業が南米で最も発達
している。

3. アンデス山脈から産出される銅の
輸出が経済の柱であり、自動車など
の工業製品のほとんどを日本や中国
からの輸入に頼っている。

4. 農畜産物の輸送用トラックの需要
や隣国との貿易状況が自動車生産に
大きな影響を与えており、周辺国と
結ぶ高速道路の整備も進んでいる。

問2 ブラジルからの輸入総額を1975年から2015年まで5年ごとに調査した統計において、5年前と比較して「輸入総額が増加した」時期の正しい組
み合わせはどれですか。 （2021年 北海道公立入試 類似）

1. 1975年〜1980年、および2005
年〜2010年の区間

2. 1980年から1985年、および199
0年から1995年の区間

3. 1975年から2015年までのすべて
の5年区間

4. 1990年〜1995年、および1995
年〜2000年の区間

問3 主に南半球に位置する大陸で、その西側には標高4000メートルを超える険しいアンデス山脈が南北に走り、東側には広大な平原が広がっている
という地形的特徴を持つ大陸はどこですか。 （2023年 富山県公立入試 類似）

1. ユーラシア大陸 2. 南アメリカ大陸 3. アフリカ大陸 4. 北アメリカ大陸

問4 南アメリカ大陸の西側にあるアンデス山脈や日本列島周辺は、火山活動や地震が非常に多い地域として知られています。これらの地域に共通す
る地理的背景の説明として、最も適切なものはどれですか。 （2024年 岐阜県公立入試 類似）

1. プレートの境界付近に位置してお
り、地殻運動が活発であるため

2. 古生代の造山運動によって形成さ
れた後、長期間の浸食を受けて平坦
になったため

3. 大陸の中央部に位置しており、数
億年以上前から安定した地盤が続い
ているため

4. プレートが左右に広がる境界に位
置し、海底から新しい地殻が次々と
生まれているため

問5 オーストラリア大陸の東側に位置するグレートディバイディング山脈の地形的特徴とその背景について述べた文として、正しいものはどれです
か。 （2021年 群馬県公立入試 類似）

1. 古期造山帯に分類され、長い年月
をかけて浸食を受けたため、標高が
比較的低くなだらかな山筋が続いて
いる。

2. 氷河による浸食を強く受けたフィ
ヨルド地形が連続しており、海岸線
から急激に標高が上がる複雑な地形
を成している。

3. 環太平洋造山帯の一部であり、現
在も活発な火山活動によって山脈の
標高が高くなり続けている。

4. 新期造山帯に分類され、プレート
の境界付近に位置するため、標高40
00mを超える険しい山々が連なって
いる。

問6 ブラジルにおける1990年以降の統計において、森林面積が減少傾向にある一方で生産量が著しく伸びている農作物と、それに関連して発生して
いる環境問題の組み合わせとして正しいものはどれですか。 （2024年 奈良県公立入試 類似）

1. 作物は綿花であり、農薬の大量散
布によって土壌汚染が深刻化してい
る。

2. 作物は大豆であり、農地開発を目
的とした森林伐採により生態系が破
壊されている。

3. 作物は小麦であり、過度な灌漑に
よって農地の塩類集積が進んでいる
。

4. 作物はコーヒーであり、プランテ
ーションの拡大により砂漠化が進行
している。

問7 オーストラリアやニュージーランドなどの国々では、羊毛の生産量に比例して輸出量も多い傾向にあります。一方で、統計において「生産量は
非常に多いが、輸出量は生産量の数分の一程度と少ない」という特徴を持つ国として、最も適切なものはどれですか。 （2017年 秋田県公立入試 類似）

1. 南アフリカ共和国 2. ウルグアイ 3. 中国 4. イギリス

問8 2009年から2013年にかけてのブラジルの土地利用に関する統計では、森林面積が約2,600万ha減少した一方で、農地面積が約1,400万ha増加
しています。このような変化が起こっている主な背景として適切なものはどれですか。 （2018年 千葉県公立入試 類似）

1. 砂漠化の進行を防ぐために、農地
を放棄して大規模な緑化を進めたこ
と

2. バイオ燃料の原料となるサトウキ
ビの栽培を中止し、植林を優先した
こと

3. 輸出用の大豆栽培や肉牛の放牧を
行うための農地開発が進んだこと

4. 工業化による都市の拡大を抑える
ため、農地の宅地転用が厳しく制限
されたこと

問9 オーストラリアやニュージーランドの国旗には、青色を基調とした地に南十字星が描かれ、その左上部分には「ユニオンジャック」と呼ばれる
意匠が組み込まれています。このようなデザインが国旗に採用されている歴史的な背景として最も適切なものはどれですか。 （2017年 鳥取県公立入試

類似）

1. かつてイギリスの植民地であった
という歴史的なつながりを示すため

2. 南半球におけるイギリスの領土で
あることを現在も法的に主張し続け
るため

3. フランスやスペインの勢力から身
を守るために、イギリスとの軍事同
盟を強調したため

4. イギリスから独立する際に、将来
的に国旗を統合する条約を結んだた
め

問10 南アメリカ大陸の地形的特徴について述べた次の文のうち、アンデス山脈の説明として最も適切なものはどれですか。 （2024年 愛知県公立入試 類似）

1. 大陸の東側に沿って南北に走り、
標高が四千メートルを超えるが起伏
の少ない古期造山帯の山脈。

2. 大陸を東西に貫くように走り、標
高が六千メートルを超える非常に険
しい安定陸塊の山脈。

3. 大陸の西側に沿って南北に走り、
標高が二千メートル以下でなだらか
な形状を持つ古期造山帯の山脈。

4. 大陸の西側に沿って南北に走り、
標高が四千メートルから六千メート
ルを超える険しい新期造山帯の山脈
。

問11 南アメリカ大陸のアンデス山脈周辺などの高地において、アルパカの毛を編んで作られたポンチョや、耳まで覆うことができる帽子が伝統的に
着用されている理由として、最も適切なものはどれですか。 （2019年 富山県公立入試 類似）

1. 砂漠地帯で風が強く、砂ぼこりが
目や口に入るのを防ぐため

2. 熱帯雨林特有の激しい降雨から身
を守り、湿度による体温上昇を防ぐ
ため

3. 標高が高く、寒さが厳しいととも
に紫外線が強いため

4. 地中海性気候における夏季の乾燥
した強い日差しを遮るため

問12 南アメリカのアマゾン川流域に広がる地域について、近年、大規模な伐採によって熱帯林が急速に減少しています。伐採された跡地の主な利用
目的として、現在最も多く見られるものはどれですか。 （2017年 沖縄県公立入試 類似）

1. 都市化に伴う大規模な住宅団地や
先端工業都市の建設

2. 伝統的な移動を繰り返す遊牧を行
うための草地の確保

3. 酸性雨によって枯れた木々を再生
させるための計画的な植林

4. 肉牛を飼育するための牧場や、大
豆などを栽培する農地への転用
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答え合わせ・解説
問1 答え 4

農畜産物の輸送用トラックの需要や隣国との
貿易状況が自動車生産に大きな影響を与えて
おり、周辺国と結ぶ高速道路の整備も進んで
いる。

アルゼンチンは、広大な草原であるパンパを活かした農牧業が盛んなため、それらを運ぶトラ
ックの需要が自動車産業と密接に関わっています。また、メルコスール（南米南部共同市場）
などの枠組みを通じて隣国との貿易が盛んであり、経済状況が生産台数に影響を及ぼすほか、
物流を円滑にするためのインフラ整備も重要な課題となっています。他選択肢にある「アマゾ
ン川」や「世界最大の鉄鉱石」はブラジル、「銅の輸出」はチリの特徴です。

問2 答え 1
1975年〜1980年、および2005年〜2010年
の区間

ブラジルからの輸入総額が5年前と比較して増加したのは、1975年→80年、1985年→90年、
2000年→05年、2005年→10年の合計4度です。1990年から1995年にかけては輸入額が減少
（46百億円から37百億円）しており、増加の事例には当てはまりません。

問3 答え 2
南アメリカ大陸

南アメリカ大陸は、その大部分が赤道より南の南半球に位置しています。大陸の西縁には環太
平洋造山帯に属する標高の高いアンデス山脈がそびえ、それに対して東側にはアマゾン川流域
などに代表される広大な平原が広がっているのが大きな地形的特色です。

問4 答え 1
プレートの境界付近に位置しており、地殻運
動が活発であるため

アンデス山脈や日本列島は、環太平洋造山帯という大きな変動帯の一部に属しています。海洋
プレートが大陸プレートの下に沈み込むなどのプレート運動によって、巨大なエネルギーが蓄
積され、それが火山の噴火や地震、急峻な山脈の形成へとつながっています。これに対し、地
震や火山がほとんどないアフリカ大陸やオーストラリア大陸の大部分は安定陸塊と呼ばれます
。

問5 答え 1
古期造山帯に分類され、長い年月をかけて浸
食を受けたため、標高が比較的低くなだらか
な山筋が続いている。

グレートディバイディング山脈は、古生代の造山運動によって形成された「古期造山帯」に属
します。ヒマラヤ山脈やアンデス山脈のような「新期造山帯」と比較すると、形成されてから
の期間が非常に長いため、風雨による浸食が進んでいます。その結果、最高峰のコジアスコ山
でも標高は2228mにとどまり、全体としてなだらかな起伏の山地となっています。

問6 答え 2
作物は大豆であり、農地開発を目的とした森
林伐採により生態系が破壊されている。

ブラジルは世界最大級の大豆生産国ですが、その耕作地を確保するために広大な森林が失われ
ています。森林伐採は、二酸化炭素の吸収源を減らすだけでなく、そこに生息する多様な生物
のすみかを奪うことにもなり、地球規模の環境問題として重要視されています。

問7 答え 3
中国

中国は世界有数の羊毛生産国ですが、世界最大の繊維工業国でもあるため、生産した羊毛の多
くを国内で消費します。オーストラリアやニュージーランドが人口に比して広大な土地で羊を
飼育し、その多くを海外へ輸出する「輸出志向」の畜産業を行っているのに対し、中国は国内
での加工・消費が中心となるため、輸出統計では生産量に対して低い数値を示す特徴がありま
す。

問8 答え 3
輸出用の大豆栽培や肉牛の放牧を行うための
農地開発が進んだこと

ブラジルでは、世界的な需要がある大豆の栽培や牛肉の生産を目的として、アマゾン川流域な
どの熱帯林を切り開いて農地や放牧地に転用する開発が続いてきました。このため、統計上で
も森林面積の減少と農地面積の増加という対照的な動きが見られます。こうした開発は地球温
暖化などの環境問題の観点からも国際的に注目されています。

問9 答え 1
かつてイギリスの植民地であったという歴史
的なつながりを示すため

オセアニアに位置するオーストラリアやニュージーランドは、かつてイギリスの植民地であっ
たという歴史的背景を持っています。国旗の左上に配置されたユニオンジャックはイギリスの
象徴であり、現在もイギリス連邦（コモンウェルス）の一員として、イギリスとの深い歴史的
・文化的な結びつきを維持していることを反映しています。

問1
0

答え 4
大陸の西側に沿って南北に走り、標高が四千
メートルから六千メートルを超える険しい新
期造山帯の山脈。

アンデス山脈は、環太平洋造山帯の一部である新期造山帯に属しています。形成された時期が
新しいため、浸食があまり進んでおらず、標高が高く険しい山々が連なっているのが特徴です
。その位置は南アメリカ大陸の西端に偏っており、太平洋に沿って南北に約7,000kmにわた
って伸びています。東側に位置するブラジル高原などは、より古い時代に形成された安定した
地塊であり、対照的な地形を形成しています。

問1
1

答え 3
標高が高く、寒さが厳しいとともに紫外線が
強いため

アンデス山脈のような高山地域は、標高が高いために気温が低く、また空気が薄いため地表に
届く紫外線が非常に強いという過酷な自然環境にあります。アルパカの毛は保温性に優れてお
り、防寒具として非常に適しています。また、つばのついた帽子や耳まで覆う帽子を着用する
ことで、寒さから身を守るだけでなく、強い日差し（紫外線）による肌へのダメージを防ぐ工
夫がなされています。

問1
2

答え 4
肉牛を飼育するための牧場や、大豆などを栽
培する農地への転用

ブラジルを中心とするアマゾン川流域では、1960年代以降の道路建設や地域開発に伴い、広
大な熱帯林の伐採が進められてきました。伐採された後の土地は、主に輸出用の牛肉を生産す
るための牧場や、飼料用などの大豆を生産する大規模な農地として利用されており、これが森
林破壊の大きな要因となっています。世界の環境保全と経済開発のバランスが問われている重
要な事例です。


